
７

　
※
こ
れ
は
、
道
内
に
事
業
所
を
置

く
広
告
代
理
事
業
者
の
年
間
売
上
高

（
約
9
8
0
億
円
）を
上
回
る
。（
経
済

産
業
省
平
成
19
年
特
定
サ
ー
ビ
ス
産

業
実
態
調
査
速
報
）

②
生
産
波
及
効
果
（
直
接
効
果
・
ポ

ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
）

　
計
測
方
法
を
平
成
12
年
北
海
道
産

業
連
関
表
に
基
づ
く
均
衡
産
出
高
モ

デ
ル
を
利
用
。
雇
用
者
所
得
の
増
加

と
し
た
所
得
効
果
を
反
映
。

　
直
接
効
果
（
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス

効
果
）
と
ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果

（
国
際
会
議
の
件
数
増
加
、
観
光
客

増
加
）
に
つ
い
て
計
測
。

　
結
果
は
直
接
効
果
（
マ
イ
ナ
ス
効

果
含
む
）
は
約
３
５
０
億
円
、
ポ
ス

ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
約
２
８
４
億
円
、

合
計
６
３
４
億
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
※
こ
れ
は
、
北
海
道
経
済
へ
の
恩

恵
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

﹇
結
論
﹈

　
ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
、
国
際

会
議
増
加
分
と
観
光
客
増
加
分
を
合

わ
せ
て
（
５
年
間
）
約
２
８
４
億
円

見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
会
議

の
開
催
や
観
光
客
の
増
加
が
実
現
す

る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
努
力

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
要
素
を
報
道
を
通
し
た
Ｐ
Ｒ

効
果
を
加
え
る
と
約
１
、
６
４
７
億

円
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
声

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
よ

る
洞
爺
湖
町
の
経
済
効
果

①
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
決

定
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
設
置
と
今
後
の

利
用
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
洞
爺
湖
町

内
に
は
一
般
利
用
者
が
手
軽
に
利
用

で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
未
整
備
地
域
で
あ
っ

た
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け

整
備
さ
れ
、
町
内
全
域
の
整
備
計
画

が
現
実
的
と
な
り
ま
し
た
。

・
国
道
２
３
０
号
の
改
良
整
備
と
し

て
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
か
ら
ル
ス
ツ
、

札
幌
方
面
へ
と
続
く
主
要
幹
線
の
道

路
整
備
が
な
さ
れ
こ
れ
ま
で
以
上
の

機
能
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
（
交

差
点
改
良
、
路
盤
改
良
、
落
石
防
御

壁
、
ガ
ー
ド
ロ
ー
プ
な
ど
）

・
洞
爺
湖
周
辺
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

携
帯
電
話
不
感
地
帯
解
消
整
備
（
国

道
37
号
、
２
３
０
号
、
高
速
道
路
の

各
ト
ン
ネ
ル
、
他
）

・
国
道
・
道
道
・
町
道
な
ど
道
路
誘

導
板
、
総
合
案
内
板
の
設
置

②
洞
爺
湖
周
辺
の
景
観
整
備

・
廃
屋
な
ど
の
景
観
整
備
と
し
て
、

国
道
２
３
０
号
沿
線
の
廃
屋
、
看
板

な
ど
の
取
り
壊
し
や
公
園
整
備
（
望

羊
台
公
園
、
噴
水
公
園
な
ど
）

・
花
壇
、
飾
花
整
備
と
し
て
、
道
路

沿
線
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
街
灯
へ

の
ハ
ン
ニ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
設
置

・
洞
爺
湖
八
景
の
設
置
と
し
て
、
洞

爺
湖
周
辺
の
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
８
カ
所
を
新
た
に
設
置
。

③
洞
爺
湖
町
情
報
発
信

・
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

に
よ
り
、
洞
爺
湖
町
の
紹
介
を
英
語

版
も
入
れ
て
新
設
し
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
利
用
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
数

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
他
言
語
版

作
成

・
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
紹
介

（
雪
蔵
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
Ｓ
Ｖ
Ｆ

デ
ー
ゼ
ル
車
両
燃
料
な
ど
）

④
　
洞
爺
湖
温
泉
に
ロ
ジ
本
部
を
設

置
し
た
各
国
の
ホ
テ
ル
利
用
状
況

　
○
ア
メ
リ
カ
：
ホ
テ
ル
萬
世
閣
　

○
ロ
シ
ア
：
湖
畔
亭
　
○
日
本
：
ホ

テ
ル
天
翔
　
（
外
務
省
・
環
境
省
・

防
衛
省
・
厚
生
省
・
国
土
交
通
省
・

北
海
道
）
　
○
イ
ギ
リ
ス
：
北
海
ホ

テ
ル
　
○
Ｅ
Ｕ
連
合
：
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
洞
爺
　
○
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ナ
ダ
：
サ
ン
パ
レ
ス

　
※
警
備
に
関
わ
る
警
察
関
係
者
に

つ
い
て
は
、
道
内
に
２
１
、
０
０
０

人
（
国
内
全
都
道
府
県
よ
り
）
が
サ

ミ
ッ
ト
警
備
な
ど
に
従
事
し
、
洞
爺

湖
周
辺
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
ペ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
ま

し
た
。

　
▼
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ

フ
は
大
学
生
も
含
め
十
分
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
旧
洞
泉
閣
で
の
日
本
文

化
紹
介
コ
ー
ナ
ー
は
と
て
も
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
生
花
・
茶
道
・
琴
の

体
験
な
ど
日
本
文
化
の
「
香
り
」
を

楽
し
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
最
終
日

に
は
カ
ナ
ダ
の
代
表
団
の
方
か
ら
バ

ッ
チ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
▼
思
っ
た
ほ
ど
海
外
メ
デ
ィ
ア
の

方
が
温
泉
街
を
ぶ
ら
つ
く
こ
と
が
少

な
か
っ
た
の
で
仕
事
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
掲
示
物
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
英
語
表
記
が
間
違
っ
て
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
公
に

す
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

　
▼
多
く
の
海
外
の
方
々
が
利
用
頂

き
国
際
交
流
の
体
験
が
で
き
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
▼
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
も
大

き
な
意
識
付
け
さ
れ
エ
コ
袋
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　
▼
子
ど
も
が
地
球
の
環
境
に
関
心

を
も
っ
て
、
も
の
を
大
切
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
▼
期
間
中
、
大
勢
の
外
国
人
客
を

は
じ
め
サ
ミ
ッ
ト
関
係
者
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
開
店
以
来
の
盛
況
で
あ

っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
る

　
　
　
　
　
洞
爺
湖
町
の
変
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（何
が
残
っ
た
の
か
）


